










































































られる。即位から十五年、黄帝は天下の人々から天子に推戴されたことに得意となり、耳目鼻口などの感覚器官を満足させ、自己の 「正命」 （性命） を養うことに務めた。これは、一個人の身体を養う いう養生思想の実践である。しかしその結果、身体はやつれて肌の色 黒々とし、五官は乱 にみだれるといった有り様 った。また、次の十五年、黄帝は天下が治まらないこ を心配し、聡明な耳目や卓越 た知力・体力の限りを尽くして民を治めようとした。今度は、自己ではなく、外物（自分以外の他者として 万物） を治めようとしたのである。だがやはり同様に心身を疲弊させるだけ 徒労に終わる。己を養うことも万物を治める とも過ち あっ 悟った黄帝は、全てを止め 宿舎に籠もり、心を清め身を整えることに専念し、三ヶ月もの間、政務 放棄す 。
　
②黄帝が夢で訪れた華胥国の様子
昼寝ねて夢み、華胥氏の国に遊ぶ。華胥氏の国は弇州の西・台州の北に在り。斯れ斉国の幾千万里なるかを知らず。蓋し舟車足力の及ぶ所に非ず。神游み。其の国に師長無く、自然 。其の民に嗜慾無く、自然の 生を楽しむを知らず 死を悪
にく
むを知らず。






















し舟車足力の及ぶ所に非ず」と述べられるように、徒歩はもとより、船や車などの乗り物を駆使しても到達不可能な場所とされる。では、黄帝はどのようにしてこの華胥国に辿り着いたのであろうか。 「神游のみ」とあ ところからすれば、そ は精神による遊行である。すなわち、夢の中で黄帝の精神は肉体を離れて自由となり、幾千万里彼方の華胥国に到達したのである。　
そして以下では、華胥国の様子が描写される。まず注
目すべきは、華胥国の統治体制である。 「其の国 師長無く、自然のみ」 とあるように、華胥国には 「師」 や 「長」といった区別が存在しない。 「師」 （先生）が存在しなければ、 「徒」 （生徒）も存在しないわけであり、これは賢愚の区別がないことを表している。また、 「長」が存在しないとは 上下関係がないと うこと あ これ身分的序列のない社会であることを示している。この状態は 「自然 み」 と表現される。すなわち、華胥国 人々は人間が人為的な区別を行う以前の本来的なあり方 （ 「自然」 ）を保持 て るというのである。 れと関連して注目されるのが、 「華胥氏の国」という表現である。華胥国は、華胥氏が統治する国 ようだが、 「華胥の君」や「華胥国王 とは呼ばれず、ただ「華胥氏 のみ記されている。これ 、華胥国には身分 上下が存在し
いためであろう。　
続けて「其の民に嗜慾無く、自然のみ」と、華胥国の
民には欲望が無いことが述べられる。その理由は示されていないが、ここ も「自然のみ」とあることからすると、華胥国の民は利害といった価値判断を行わない素朴で原初的な状態（ 「自然」 ）を保持してい ため、欲望を持たないのだと思われる。物事の価値判断はも より、物の区別すら行わないというのは、 『荘子』などに くみえる万物斉同 思想である
（６）
。すなわち、ここで描写さ








であったが、以下では、それが身体的にも常人離れした能力を発揮することが述べられ 。　「水に入るも溺れず、火に入るも熱けず」と、華胥国の民は水火 ものともせず、また 「斫撻するも傷痛無く指擿するも痟癢無し」とあるように 切ったり（ 「斫撻」 ）引っ掻いたり（ 「指擿 ）し も傷つくことはない。 「空に乗ずること実を履むが如く、虚に寝
ふ
すこと床に処るが
若し」と、空中を歩き回ったり、虚空に横たわ も可能であり、 「山谷も其の歩 躓づかしめ 」と、峻険な山谷も歩行の邪魔とはならない。さらに、 「雲霧も其の視を硋
さまた
げず。雷霆も其の聴を乱さず」 のように、 「雲霧」





































では、冒頭に華胥国の所在に関す 簡単な説明が行われた後、すぐに華胥国の様子が語ら る。そして、本物語の主人公である黄子梁の登場によっ 、一連の物語が展開していくの 。便宜上、以下では四段にわけて、その内容をみていくことにしたい。　
①華胥国の所在とその統治体制












　『華胥国物語』では、その冒頭において華胥国の所在について言及する。華胥国は、遙か彼方の国のように言い伝えられ はいるが、全く通路が無いわけではなく、昔、夢窓法師が何度か通ったことがあると う。 「禪定のついで」とあることから、それは禅定による精神統一によって無念無想の境地に達し、その際に精神が遊行して遙か彼方の華胥国に到達したものと思われる。 そして、



























臣子梁先祖の勳功によりて、おほくの所領をたびぬれど、 いふかひなき身にて、 民まどしく、 うえつこゞえつ、其くるしみ大かたならず。 （中略）ふしてねがはくば、 のつかさくらゐをうばひた ひて、白衣にて職を領ぜしめたまへ。さらば、いかにも て民をすくひおさめて、すべらみことのおほんめぐみを、 あほ海のきしまで きほどこしてたてまつらん。
　
南柯郡の財政難は郡守たる自分の責任だとし、黄子梁
は自身の官位を剥奪した上で所領地を治めさせてほしいと述べる。そしてそれが叶えば、どんなことをし でも、すべらみこと 恩徳 海に至るま 敷き及ぼす所存であ
ると申し添える。国王は大いに驚き、 「こはいかに」と問うと、黄子梁は次のように続ける。
つかさくらゐある身は、のぼりくだるにも、從者のやうまで式あり。都にありふるにも、よろづ式をそむくこと た なむ。 みつぎを半ゆるしはてたれば、何をもて所の式をまもりえんや。これひとえに君のおほんめぐみにて、おほくの民をすくひたまはむため、臣一人を罪なひたまへかし
　
官位をもつ身では、都へ参勤する際にも細かな格式が







節倹を称え、諸役人に諸々の規定を免除するよう通達する。黄子梁はその恩情に感激し、勅書を片手にすぐさま帰国の途につく。 れを見送る臣下たちも、 「ただありがたの御心ばえや、かたじけなのみことのりや」と、国王の寛大な処置 対して、 だただ 謝の念を述べる。すなわち、ここでは民 思いやる黄子梁とともに、慈悲深い処置を行った国王も名君として称えられているといえる。　
帰国した黄子梁は、五万俵を役人の俸禄として分かち
与え、さらに宝蔵に残る宝 品々を借金返済 ため商人に与える。この行為に驚い 商人たちは、以後 利息は取らず、預かった宝も返済が完了す まで売らずにおこうと心 決め、 「かみは神 り」といって、みな黄子梁を尊崇したという。　
こうした節倹政策の効果もあり、南柯郡の財政は「か
のおほんめぐみにて、いまかくゆたけき世となりて、倉によねみたぬ家もなく、ふくらかにあたゝかな きぬふ







まず帯刀に関しては、貴人 （黄金製・白銀製） ・武士 （鉄
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製） ・文吏（銅製） ・庶人（木製）と、身分の序列に応じて異なる材質を用いることが示される。物語の冒頭部分では、 国王―郡守―民という三つの序列が看取されたが、ここでは貴人・武士・文吏・庶人という四つの序列が設けられている。 「すべらみこと」とも呼ばれる華胥国の国王、及び郡守黄子梁は、この内訳によると貴人 （貴族）に属すと思われるが、注目されるのは、その下位に武士が位置づけられている点であ 。華胥国は日本 似た風土とされていたが、決し 武士を中心とする社会ではない。それは華胥国の人々の髪型にも表れている。華胥国の人々は、 「すべてかしらに池ほることなく、うまれのまゝの髪をたかくとりあげて 末を、舟に帆をあげたらんやうに折りまげて、かうむりはなし」と 武士の象徴たる月代は剃らず、みな総髪姿であるとされているのである。　
以上の施策は、 「これらもむかしはさらぬを、みなこ
の郡守のしいでゝ」と、黄子梁の発案とされ 「後々國中にひろまりて、おほやけの式とぞ にける」と、その後は国全体に広まってゆき、華胥国の正式な制度なったという。そして、 「すべてこの人のしをけることゞもの、よにかたりつたへまほしきこと とおほかる」として、以下、黄子梁が行っ 教育制度や均田制度、及
び新田開発などの事業が紹介される。　
教育に関して黄子梁は、僧を還俗させて周囲の子供に










な「龍尾車」を導入して水を引き、兵士を労働力として荒れ地の開墾を行う。その仔細は省略するが、 「かくてみとせすぎぬれば、あら田よくなりぬ。今よりはろくはたまふまじ」と、三年後には新田が完成し、そこからの収穫により、兵士への俸禄は必要な ったという。同様に、国府の北にある沢も「龍尾車」 活躍で良田となり、西も南もこれを行うことで、これに従事した兵士の禄は不要となり、軍事教練も廃止されるに至ったことが記される。　
そして一連の黄子梁の施策が語られた後、 「なほかゝ












台州の北」と明示されるも の、それは中華世界から幾千万里の彼方にあり、ただ精神の遊行 み到達可能な場所とされる。 『華胥国物語』で 「雲井 いづこともさだめがたき國土 やうにいひつたふ」として、遙か彼方の場所とする点で一致し、さらに 夢窓法師 禅定のおりに通っていたとす など、 『列子』と同じく精神 遊行によってのみ到達可能な場所とされる。 「夢窓法 」を登場させる点などには違いも見えるが、こ は前述ごとく日本の読者を意識してのことであり、その所在に関して両者は基本的に一致 と ってよかろう　
では、両者が提示する華胥国の統治体制についてはど






と、履軒の理想とする 体制が「覇府」 （武士政権）による 制ではなく、 「王者」 （天皇）による封建制であると指摘する。そして、 「常に礼楽征伐天子より出んことを願ひて 王政の復古を夢みしかあらぬか」 （同） と、履軒は天皇中心の王政を夢見 いたと推測している。 『華胥国物語』の華胥国は日本と変わりない風土とされていたように、履軒がこの物語を通して語ろう ているのは、日本のあるべきあり方であ 履軒が指向するのは、西村天囚が指摘す ように、 中心とする社会であったといえる。　
続けて、両者が描写する華胥国の実情についてみてみ




が描かれているのであり、こ 点は履軒の華胥国との比較の上で極めて重要である。また、 『列子』 の華胥国には、その中で活躍する主人公のような人物は登場せず、ただ民の様子が淡々と描かれ 。このように『列子』の華胥国には物語展開が全くない点も、 『華胥国 語 と 差違として注目される。　
それではこの点に関して、 『華胥国物語』の側はどう
であろうか。 『華胥国物語』では、 と 異なり、華胥国内で一つの物語が展開する。 『列子』 は静止していた時間が、 『華胥国 』では動き出すのである。主人公は、華胥国の一地方である南柯郡 若き郡守として登場し、以降、この人物を中心に話 展開する。黄子梁は都育ちの世間知らずであり、決して特別な人ではない。父の死により俄に郡守となるが、彼はどこにでもいそうな青年に過ぎな の る。だが 所領地の窮状を知った黄子 、これまでの何不自由ない生活を一変させ、民と労苦を分かつべく 自分も民 同じ質素な生活
『列子』華胥国説話と中井履軒『華胥国物語』 ― 福田一也
47





















だその完成体としての理想郷が描かれるのみで、そこから先は個々の認識に委ねられる。 これに対して履軒の 『華胥国物語』は、完成形としての理想郷よりも、そこへ至る過程を示すことに主眼が置かれている。舞台となっいる南柯郡は、当初は貧困に喘ぐ一地方にすぎず、これは履軒が生きた当時のどこ でも存在しうる光景である。そして、そこに改革者 して登場する黄子梁も、いたって普通の青年であり 決して特別な人ではない。しかし、領民の窮状を考えてひたむき 行動する様に人々は心を打たれ、 れは御上をも動か 最後 は南柯郡はもとより 華胥国全体 理想郷へと導い いく。履軒は『列子』の思想を継承しないまで 『列子』 同じく、己の理想を込めた完成形としての を描くことは可能だったはずである。だが履軒は、それよりも理想郷至る過程を中心に描い 。どんな為政者でも、民を思う気持さえあれば 郷 実現しうることを、本書 通じて伝えようとしたのであろう。　
こうした観点に基づき、再度物語を見渡すと、履軒が
主人公の黄子梁を一地方 郡守という設定で登場させたことにも、一定の意味があるよう 思え 何度も言うように、彼は別段特筆すべきところもな 、普通の人物である。だが、民を救済せん の一心 行った種々の改
革は、一地方の南柯郡にとどまらず、 「後々は國中にひろまりて、おほやけの式とぞなれにける」 とあるよう 、華胥国全体に波及していく。すなわち、地方が中央を動かしたのであり これは地方からの改革 ほかならない。履軒の生きた幕藩体制下にお る地方 は、全国各地の諸藩を指すであろう。さらに、都育ちの青年黄子梁は参勤交代の制により人質として都で暮らす諸藩の 息たちと重なる。将来において、地方から 改革を行う担い手は彼らにほかならない。また 彼 はそ 若さゆえ、旧来の慣習や規則に対しても比較的自由であり、新たな方策を敢行する 十分 可能性を秘めている。履軒が本物語を単なる夢物語ではなく、経世 書として著したことは疑いない。そしてそこには、次世代を担う藩主の子弟を啓蒙し、地方からの改革を促すという意図が込めれていたのでは かろうか。　
本稿では、 『列子』華胥国説話との比較を中心に考察






2）  本稿で検討す 『華胥国物語』中にも、 「国王」と呼ばれる華胥国王が登場 ただしこの 「国王」 は、 「すべらみこと」とも呼ばれるなど、日本の天皇を模したものであり、履軒自身を指しているとは考えがたい。そこで本稿では 履軒が 「華胥国王」を自称したこととは切り離して本書 を論ずることとする。
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5）  懐徳堂文庫本 『華胥国物語』 （大阪大学懐徳堂文庫復刻刊行会、一九九〇年）
（
6）  『荘子』斉物論篇に、 「以て未だ始めより物有らずと為す者有り。至れり尽くせり、以て加うべからず。其の次は、以て物有りとするも未だ始めより封有らずと為す。其 次は、以て封有りとするも未だ始めよ 是非 」とあり、斉物論の要諦が示される。すなわち 物とい 認識 ら行わな





























9）  西村時彦『懐徳堂考』 （下巻） 「履軒慨世と隠居」の項 財団法人懐徳堂記念会、一九二五年） 。西村天囚 そ 根拠となる資料を明示していないものの、本物語のかかる一文もその念頭にあったものと思われる。
（
10）  山中氏前掲書（注３参照）
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